
第２学年技術・家庭科（家庭分野）学習指導案 

日 時  平成２５年１０月１０日（木）５校時 

学 級  ２年２組（男子 14名 女子20名 計 34名） 

場 所  矢巾北中学校 ２年２組教室 

授業者  岩渕 未央 

 

１ 題材名  商品の選択と購入 

 

２ 題材について 

（１） 教材観 

昨今、食の安全・安心に関する問題、環境問題、悪質商法による被害や多重債務など、消費生活 

に関する社会問題が深刻なものになっている。平成 21 年には、国民の消費者問題に対する関心の高

まりを受け、消費者庁及び消費者委員会が設置された。また、平成 24 年に「消費者教育の推進に関

する法律」が成立、施行され、「消費者教育を推進する多様な主体の連携を確保しつつ、効果的に行

うこと」が定められるなど、地域における消費者教育の推進体制作りが求められている。 

本題材は、内容 D の（１）イ 「販売方法の特徴について知り、生活に必要な物資・サービスの

適切な選択、購入及び活用ができること」のにあたる。この内容は、小学校家庭科、内容 D の（１）

「物や金銭の使い方と買物」と関連しており、イ「身近な物の選び方、買い方を考え、適切に購入

できること」として既習の内容である。小学校で学習した基礎的・基本的な内容の確実な定着を図

るよう、系統性をふまえながら指導していきたい。 

中学生は、小学生の頃と比較し、自分が使えるお金の額も増え、行動範囲が広がってくる。高度

技術を応用した電化製品・情報機器に囲まれ、物資・サービスがあふれている。販売方法も身近な

店舗販売のほかにも、通信販売や訪問販売などの無店舗販売など、多様化している。消費者にとっ

て、多くの物資・サービスの中から選択、購入するのは、重要な意思決定である。ここでは、初歩

的な意思決定の過程として、品質、機能、価格、アフターサービス、環境への配慮など、それぞれ

に応じた選択の視点が必要であることを考えさせたり、それらに関連する品質表示やマークの意味

を知り、選択、購入の際に適切に活用できるよう指導していきたい。 

 

（２） 生徒観 

本校の学区は盛岡に隣接しており、大型ショッピングモールや現在開発されている盛南地区の新 

しい店舗へも比較的近く、商品や販売方法など選択しやすい環境にある。そのため、消費行動は豊

富で、積極的である。アンケートによると、生徒の消費の中心は、文房具、菓子・飲料、衣類、本・

雑誌・マンガである。また、通信販売（カタログ・テレビ・インターネット）を利用したことがあ

る生徒は全体の６０％で、その中のインターネットショッピングの利用者は全体の３０％で、衣類

やＣＤ、部活用品を購入している生徒が多かった。商品によって購入方法を選択しているようであ

る。しかし、商品を選択するポイントとしては、値段やデザインで選んでいる生徒が多い。これま

での失敗や満足できなかった買い物について聞くと、「衣類のサイズを間違えた」、「シャープペンシ

ルの芯の太さを間違えた」、「つまらないゲームを買ってしまった」などと、表示などの商品の情報

を確認したり、比較することで防げた失敗も多いことがわかる。このような実態をふまえ、よりよ

い消費生活のあり方を実践的な活動を通して考えさせたい。 

 



（３） 指導観 

指導にあたっては、中学生の身近な事例を取り上げ、興味・関心を大事にしながら、生徒の主体 

的な消費行動につながるよう指導過程を工夫していきたい。また、多種多様な情報の中から、適

正な情報を収集・整理し、自分や家族の生活状態に合わせて選択したり、意思決定する場面を設

定することで、実践的な活動への意欲につなげていきたいと考える。そして、消費者の基本的な

権利と責任について理解させ、消費者としての自覚を高めていきたい。 

 

３ 題材の指導目標 

 「消費」の側面から家庭生活を振り返らせながら、家庭生活における消費の重要性に気づかせる。

物資やサービスの適切な選択、購入及び活用などができ、環境に配慮した消費生活への実践的な態

度を身につけさせる。 

 

４ 題材の評価規準 

生活や技術への 

関心・意欲・態度 

生活を工夫し 

創造する能力 

生活の技能 生活や技術についての 

知識・理解 

自分や家族の消費行動

に関心をもち、その利

点と問題について考

え、よりよい消費生活

を実践しようとしてい

る。 

収集・整理した情報を

活用して物資・サービ

スの選択・購入及び活

用、環境に配慮した生

活について課題を見つ

け、その解決を目指し

て工夫している。 

自分や家族の生活や

場面に合った販売方

法や支払い方法につ

いて考え、商品に応

じた選択ができる。 

家庭生活と消費につい

て理解し、基礎的・基

本的な知識を身に付け

ている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 題材の指導計画並びに評価 

時 

 

間 

 

学習活動 

生活や技術へ

の関心・意欲 

態度 

生活を工夫

し創造する

能力 

 

生活の技能 

生活や技術

についての

知識・理解 

 

評価方法 

１ ・自分の筆箱の中身

を調べ必要性を検

討する。 

・商品を購入する際

の流れと商品を選

択する際の留意点

について知る。 

自分や家族の

消費行動に関

心をもち、そ

の利点と問題

について考え

ようとしてい

る。 

   ・観察 

・学習プリン

ト 

２ 

本

時 

・商品の情報を収

集・整理し、自分

の生活や考えに合

った商品の選択を

する。 

 

 収集・整理し

た情報を活

用し、商品選

択について

考え、工夫し

ている。 

  ・観察 

・学習プリン

ト 

 

３ ・商品の販売方法と

支払い方法の意味

を知り、それぞれ

の利点や問題点を

考え、まとめる。 

・契約の意味がわか

る。 

   身近な販売

方法や支払

い方法につ

いてその長

所と短所が

わかる。 

・観察 

・学習プリン

ト 

・テスト 

４ ・中学生にとって身

近な商品を例に、

自分の生活に適し

た販売方法や支払

い方法を選択す

る。 

販売方法の利

点や問題点を

知り、自分の

生活に適した

支払い方法を

見つけようと

している。 

 販売方法と

支払い方法

の種類と特

徴がわかり、

場面に応じ

た選択がで

きる。 

  

 

６ 本時の指導 

（１）本時の目標 

  収集・整理した情報を活用し、商品選択について考え、工夫している。 

【生活を工夫し創造する能力】 

 

（２）〈「思考力・判断力・表現力等」を育てるための言語活動の充実のポイント〉 

１ 情報を分析・評価し、論述する ④ 

２ 互いの考えを伝え合い、自らの考えや集団の考えを発展させる ⑥ 

   

 



（３）展開 

 学習活動 指導上の留意事項 

「 」内は予想される生徒の反応 

◇教具 ◆評価 

導

入 

 

５ 

分 

１ 学習課題の把握 

・生活経験を想起し、課題

を把握する。 

 

○自分の消費行動をふり返らせ、商品を購入

する時にどんなことに気をつけているのか

考えさせる。 

○本時の学習課題を提示する。 

 

 

◇商品陳列の映像 

 

 

◇学習プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

開 

 

 

 

４

０ 

分 

 

２ 学習課題の追究 

（１）提示された商品を比

較し一つを選択する。 

 

 

 

（２）自分が選んだ商品と

その理由をグループ

内で発表する。 

 

 

（３）包装や表示からわか

る情報をさらに集め、表

にまとめる。 

 

３ 学習課題の解決 

 

 

（１）どんな情報を集めた 

か、グループごとに発表 

する。 

（２）再度どの商品を選択

するか、自分の考えを記

述し、発表する。 

 

 

 

 

○グループごとに違う商品を提示する。複数

の種類の中から一つの商品を選び、その時

決め手になったことは何か、プリントに記

入させる。「デザインが気に入った」、 

「値段の安い物」、「使いやすそう」 

○自分がどんな理由でその商品を選んだの

かを、グループ内で発表させる。 

 

 

 

○グループ内で、前時に学習した「商品を選

択する際のポイント」に沿って情報を整理

させる。それ以外に得た情報も加え、表に

まとめさせる。 

 

 

 

○各グループで整理した情報の中で、その商

品を選ぶ時に優先になった順位とその内

容を発表させる。 

○最初の商品選択と、多くの情報を整理した

後の商品選択と、意志決定の違いに気づか

せたい。 

 

 

◇比較する商品 

 

 

 

 

◆自分が商品選択し 

た理由を説明して 

る。（観察） 

 

◆包装や表示からわ 

かる情報に着目し、 

自らの商品選択の根 

拠を見出そうとして 

いる。（観察） 

 

 

 

 

 

◆収集・整理した情

報を踏まえたうえ

で、優先する情報を

考えながら、商品選

択を工夫している。

【工】（プリント記

述） 

終

結 

５

分 

４ まとめと確かめ 

 

５ 次時の学習の内容の

確認 

○商品の種類によって優先順位が違うこと

に気づかせる。 

○次回は、販売方法と支払い方法について学

習することを知らせる。 

 

 

 

 

商品を選ぶために必要な情報を整理しよう。 

 言語活動④：情報を分析・評価し、論述する 

 言語活動⑥：互いの考えを伝え合い、自らの考えや集団の考えを発展させる 


